
大分県地球温暖化防止活動学生推進員 ２期生 の

大分県地球温暖化防止活動推進センター （運営：認定NPO法人 地域環境ネットワーク）

杵築市 との連携について



■大分県地球温暖化防止活動学生推進員とは

大分県、及び大分県地球温暖化防止活動推進センターでは、令和4年度から募集を開始

■学生推進員2期生（令和5年度）

大分県内の8名の大学生が参加

■令和5年度の活動テーマ

「地球温暖化防止活動を通して、地域貢献に取組む」

■活動内容

・杵築市は、令和4年度に「第1期 杵築市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定

・令和5年度は、実行計画のスローガンである「8割生活」を市民に広く周知することが課題

・学生推進員2期生は、杵築市役所様等のご協力を得ながら、杵築市民の理解を促すため

の「啓発ツール」を作成するため、フィールドワークや合宿などを行った。

・令和6年2月17日「第2回 学生フォーラム」を開催（兵庫・高知・香川県の学生も来県参加）



学生推進員2期生 任命式・第1回研修会 in大分県信用組合 （令和5年9月14日（木））



第1回 合宿 in 杵築市 （令和5年9月17日（日）、18日（月））

大分合同新聞 令和5年9月23日



第36回山香ふるさとまつり （令和5年11月11日（土））



杵築市環境保全審議会 （令和5年12月16日（土））



学生推進員2期生の活動内容



8割クッキング 日本文理大学 建築学科 2年 阿閉元星

環境問題クイズ～8割生活を意識して～ 別府大学 国際経営学科 3年 佐藤芙香

●「山香ふるさと祭り」に参加する若い世代を
対象に、8割生活をクイズにして周知。

●ふるさと祭で行ったクイズをアレンジして
 杵築市内の児童館で環境授業を実施。
 イラスト等を用いて、地球温暖化の仕組み

 をよりわかりやすく説明した

●家庭内でのごみを減少させる手段として料理を選択。動画と

 レシピを作成

●出身地である兵庫県赤穂市の給食センターの創作料理「鶏

肉のレモン漬け」を、杵築市のカボスを使用してアレンジ。

 レシピには、エコな調理法を盛込んで調理しながら環境につ

いて考えることができるようにした。



住まいから考える8割生活
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断熱性 価格 デザイン

日本文理大学 建築学科 2年 赤司瑞果

アクション30「8割生活宣言」 日本文理大学 建築学科 2年 藤井海斗

●杵築市民を対象にZEHや断熱等

住まいに関するｱﾝｹｰﾄ調査を実施

●杵築市スローガンの8割生活や

省エネ住宅に関する情報を、楽しく

暮らしに取入れることができる

カレンダーを作成

●日常生活の中でできる地球

温暖化対策の内容を考え、

それぞれの行動の難易度に

よってポイントを設定。

そのポイントの合計で地球温

暖化防止に対する貢献度を

数値化すボードゲームを作成



Let‘sサイクル促進案 日本文理大学 建築学科 2年 松野太紀

KITSUKI’s ～杵築とSDGｓを日常に～ 日本文理大学 建築学科 2年 宮﨑拓実

●吸収力や想像力に恵まれている子どもを対象にし
たSDG‘ｓと杵築市をテーマにした教育パズルを作製

●５・６歳児から遊べる簡単な遊びと、大人でも難しい
スライドパズルの２パターンを用意

●素材は、間伐材などのチップを主原料にした環境に
優しいサスティナブルな木質材料「MDF」を使用。

●杵築市には、自然の美しさや歴史的な町並み肌で感じ
 ることの出来るツールとしてレンタサイクルがある。自転
 車は、二酸化炭素を排出しないエコな移動方法である。

●杵築市の美しい自然をこの先も残したい、という思いか
 らレンタサイクルをもっと普及させるための自転車の利
 活用促進を提案



地球温暖化啓発カード 別府大学 国際経営学科 3年 河野瑛理

●温暖化防止を学ぶ「絵合わせカード」を作製

●「地球温暖化に対して個人ができること」をテーマ

にした1組2枚の絵札（15組）を絵合わせして遊ぶ。

絵札の裏面は、標語や説明が記されている
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